
モノづくり推進会議

核心脳科学から見たモノづくりインタビュー

今
こ
そ
拓
け
！
モ
ノ
づ
く
り
の
未
来

大型シンポジウム２１日・都内で開催

２万人モノづくり体感９月・日、千葉・幕張メッセ

５
０
０
人
超
が
参
加
し
た
「
モ
ノ
づ
く
り

推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

年

月

「
ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
・
エ
フ
ェ
ク
ト
」
で
先
導

音楽・映像、産業利用に期待

　
モ
ノ
づ
く
り
推
進
会
議
は

９
月
に
設
立
２
周
年
を
迎
え

る
。
す
で
に
産
業
界
を
中
心

に
モ
ノ
づ
く
り
推
進
会
議
の

認
知
度
も
高
ま
り
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
研
究
会
、
顕
彰
事

業
な
ど
の
活
動
は
軌
道
に
乗

っ
て
き
た
。
特
に
事
業
拡
大

期
と
位
置
付
け
ら
れ
る
２
期

目

２
０
０
８
年

月

年
９
月

は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
講
演
会
、
研
究
会
な
ど
を

全
国
規
模
で
展
開
。
２
期
目

の
集
大
成
と
し
て
今
後
３
カ

月
間
は
さ
ら
に
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
く
。

▲
脳
の
Ｏ
Ｓ
が
一
致
し
た
中
小

企
業
は
柔
軟
性
・
俊
敏
性
が

高
く
、
す
ご
い
活
性
を
発
揮

す
る

と
大
橋
さ
ん

　脳科学の世界からモノづくりをみると、新たな
可能性に気づかされる。その一つが耳に聞こえな
い超高周波を豊富に含む音が基幹脳を活性化する
「ハイパーソニック・エフェクト」と呼ばれる現
象だ。ハイパーソニック・エフェクトは美と快と
感動の脳機能に着火するとともに、ストレスを低
下させ、がんや生活習慣病そして精神と行動の異
常から人間を守る可能性が高く、さまざまな産業

分野での応用が期待されている。もうひとつ、脳
の仕組みからみて、中小企業は生物学的に約束さ
れた最適の共同体に近づくことができる社会集団
といえる。ハイパーソニック・エフェクト研究の
第一人者である大橋力国際科学振興財団主席研究
員・ものづくり生命文明機構理事にハイパーソニ
ック・エフェクトの応用展開と、脳の仕組みを生
かす中小企業のあり方を聞いた。

「
中
小
企
業
は
新
し
い
文
明
の
源
流
に
」
小
さ
な
意
識
改
革
が
大
き
な
可
能
性
開
く

国
際
科
学
振
興
財
団
主
席
研
究
員
・
も
の
づ
く
り
生
命
文
明
機
構
理
事
大
橋
力
氏
に
聞
く

　
お
お
は
し
・
つ
と
む
　

年

昭

東
北
大
農
卒
。

農
学
博
士
。
文
部
省
放
送
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
教
授
、
Ａ

Ｔ
Ｒ
感
性
脳
機
能
特
別
研
究
室
長
、
千
葉
工
業
大
学
教
授

な
ど
を
経
て
国
際
科
学
振
興
財
団
主
席
研
究
員
、
文
明
科

学
研
究
所
所
長
、
も
の
づ
く
り
生
命
文
明
機
構
理
事
を
兼

任
。
山
城
祥
二
と
し
て
芸
能
山
城
組
を
主
宰
。
栃
木
県
出

身
、

歳
。

　
―
２
月
に
発
売
さ
れ
た
ブ

ル
ー
レ
イ
版
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ

Ａ
」
に
初
め
て
「
ハ
イ
パ
ー

ソ
ニ
ッ
ク
・
サ
ウ
ン
ド
」
が

収
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
「

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ

が
１

９
８
８
年
に
初
め
て
映
画
化

さ
れ
た
時
、
私
が
音
楽
家

山
城
祥
二

と
し
て
作
曲

を

芸
能
山
城
組

が
演
奏

を
担
当
し
た
。
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ

は
世
界
の
喝
采
を
浴
び
、
ア

か
っ
さ
い

ニ
メ
の
歴
史
を
変
え
、

ジ

ャ
パ
ン
・
ク
ー
ル

の
原
点

と
な
っ
た
。
芸
術
性
と
ビ
ジ

ネ
ス
的
成
功
を
両
立
さ
せ
て

お
り
、
Ｖ
Ｈ
Ｓ
、
レ
ー
ザ
ー

デ
ィ
ス
ク
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
新
し

い
記
録
メ
デ
ィ
ア
が
出
る
ご

と
に
発
売
さ
れ
た
。
ブ
ル
ー

レ
イ
は
従
来
の
記
録
メ
デ
ィ

ア
と
比
べ
、
容
量
も
転
送
レ

ー
ト
も
は
る
か
に
大
き
い
。

そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
困
難

だ
っ
た

ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ

ク
・
サ
ウ
ン
ド

の
再
現
が

可
能
に
な
っ
た
」

　
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

版
は

の
音
ま
で
し
か

収
録
で
き
な
か
っ
た
が
ブ
ル

ー
レ
イ
版
は

ま
で
収

録
さ
れ
て
い
る
。
快
感
を
高

め
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る

機
能
を
持
つ
基
幹
脳
の
活
性

を
測
定
す
る
と
、
ブ
ル
ー
レ

イ
版
で
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
よ
り
基

幹
脳
が
顕
著
に
活
性
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

面
白
い
こ
と
に
、
ま
っ
た
く

同
じ
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

Ｈ

Ｄ

映
像
を
見
て
い
て
も
、

ブ
ル
ー
レ
イ
版
の
ハ
イ
パ
ー

ソ
ニ
ッ
ク
・
サ
ウ
ン
ド
の
方

が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
と
同
じ
ハ
イ
カ

ッ
ト
デ
ジ
タ
ル
音
の
時
よ
り

も

映
像
に
感
動
し
た

画
質
が
良
い

と
い
う
視

聴
結
果
が
出
る
」

　
―
今
後
、
ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ

ッ
ク
・
エ
フ
ェ
ク
ト
は
ど
の

よ
う
な
分
野
で
活
用
で
き
ま

す
か
。

　
「
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
携

帯
電
話
を
は
じ
め
携
帯
音
楽

プ
レ
ー
ヤ
ー
、
ホ
ー
ム
シ
ア

タ
ー
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な

ど
、
音
を
出
す
モ
ノ
で
あ
れ

ば
何
で
も
活
用
で
き
る
。
そ

れ
以
外
で
も
学
校
や
病
院
、

交
通
機
関
と
い
っ
た
公
共
的

な
空
間
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
応
用
で
き
る
と
思

う
。
特
に
医
療
で
は
現
代
病

の
予
防
効
果
を
期
待
で
き

る
。
ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
・

エ
フ
ェ
ク
ト
は
日
本
企
業
が

世
界
を
先
導
で
き
る
分
野

だ
」

　
―
と
は
い
え
、
ハ
イ
パ
ー

ソ
ニ
ッ
ク
・
エ
フ
ェ
ク
ト
の

普
及
に
は
大
き
な
壁
が
あ
り

ま
す
。

　
「
ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
・

サ
ウ
ン
ド
を
ブ
ル
ー
レ
イ
な

ど
に
収
録
す
る
技
術
は
ま
だ

ま
だ
。
そ
れ
が
で
き
て
も
、

再
生
機
器
が
限
ら
れ
て
お

り
、
汎
用
的
に
使
え
る
デ
バ

イ
ス
が
な
い
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
オ
ー
デ
ィ
オ
メ
ー
カ

ー
は
ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
・

エ
フ
ェ
ク
ト
の
イ
ン
パ
ク
ト

を
必
ず
し
も
理
解
し
て
い
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
新
し
い
モ
ノ
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
る
。
も
っ
と

企
業
に
ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
努
め
た
い
。
ハ
イ
パ
ー

ソ
ニ
ッ
ク
を
実
現
で
き
る
モ

ノ
づ
く
り
を
通
し
て
新
し
い

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
方
向

性
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
大

き
い
」

　
―
ど
う
い
っ
た
企
業
と
の

連
携
を
模
索
し
ま
す
か
。

　
「
例
え
ば
、
携
帯
電
話
や

音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
信
号
処

理
や
メ
モ
リ
ー
、
著
作
権
保

護
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど

を
担
当
し
て
い
る
企
業
と
の

連
携
が
急
務
。
ま
た
超
高
周

波
電
気
信
号
を
空
気
信
号
に

変
換
す
る
デ
バ
イ
ス
を
開
発

で
き
る
企
業
と
の
連
携
も
重

要
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
豊
富
な

特
許
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し

て
い
る
の
で
優
れ
た
モ
ノ
づ

く
り
チ
ー
ム
と
一
緒
に
開
発

し
て
い
き
た
い
。
大
企
業
だ

け
で
な
く
得
意
分
野
に
特
化

し
て
い
る
中
小
企
業
も
が
っ

ぷ
り
四
つ
に
組
め
て
い
い
か

も
し
れ
な
い
。
日
本
の
中
小

企
業
は
技
術
力
が
あ
り
、
小

さ
く
手
の
込
ん
だ
モ
ノ
づ
く

り
が
得
意
な
企
業
が
多
い
」

　
―
話
を
転
じ
ま
す
。
人
間

の
脳
は
「
共
同
体
」
的
な
状

態
に
適
し
て
い
る
と
聞
き
ま

し
た
。

　
「
生
物
学
的
に
共
同
体
と

は
何
か
を
定
義
で
き
る
。
例

え
ば
、
ミ
ツ
バ
チ
や
ア
リ
な

ど
の
昆
虫
の
群
れ
で
は
、
全

部
の
虫
に
ま
っ
た
く
同
じ
社

会
行
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
生

ま
れ
つ
き
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
理
想
的
な
共
同

体
。
人
間
で
は
そ
う
し
た
先

天
的
に
決
ま
っ
て
い
る
も
の

以
外
に
、
生
ま
れ
落
ち
た
社

会
の
実
態
に
合
わ
せ
て
子
供

の
と
き
に
一
度
だ
け
書
き
込

ま
れ
書
き
換
え
が
き
か
な
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
例
え

ば
、
言
葉
が
そ
う
だ
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
書
き
込
ま
れ

る
脳
を
刷
り
込
み
脳
と
よ

ぶ
。
そ
の
役
割
は
、
パ
ソ
コ

ン
で
い
え
ば
基
本
ソ
フ
ト

Ｏ
Ｓ

。
私
は
、
価
値
観

や
感
性
な
ど
を
決
め
る
脳
の

Ｏ
Ｓ
が
同
じ
内
容
に
セ
ッ
ト

さ
れ
た
人
間
の
群
れ
を
生
物

学
的
に
み
て
真
の
共
同
体
と

定
義
し
た
」

　
「
と
こ
ろ
が
、
今
の
個
人

主
義
と
い
う
の
は
、
個
性
尊

重
の
名
の
も
と
に
Ｏ
Ｓ
を
世

代
や
個
人
別
に
で
き
る
だ
け

バ
ラ
バ
ラ
に
す
る
と
い
う
脳

の
設
計
に
逆
ら
っ
た
や
り

方
。
共
同
体
が
崩
壊
す
る
の

は
生
物
学
的
必
然
と
い
え

る
」

　
―
人
間
の
脳
か
ら
す
れ
ば

共
同
体
は
自
然
本
来
な
状
態

で
す
ね
。

　
「
共
同
体
の
規
模
と
し
て

狩
猟
採
集
民
の
規
模
、
す
な

わ
ち
数
十
人
か
ら
１
０
０
人

以
下
が
、
人
類
の
遺
伝
子
や

脳
の
設
計
に
一
番
適
し
て
い

る
。
い
わ
ゆ
る
中
小
企
業
の

規
模
だ
。
こ
れ
だ
と
、
刷
り

込
み
脳
の
Ｏ
Ｓ
を
一
致
さ
せ

や
す
い
。
そ
れ
以
上
規
模
が

大
き
く
な
る
と

統
治

な

ど
一
元
的
な
管
理
が
必
要
に

な
る
。
と
こ
ろ
が
脳
の
Ｏ
Ｓ

の
一
致
し
た
中
小
企
業
は
複

雑
な
組
織
や
規
定
に
縛
ら
れ

ず
、
柔
軟
性
・
俊
敏
性
が
高

く
な
る
。
一
家
の
ご
と
く
団

結
し
、
進
む
も
退
く
も
社
長

の
一
声
で
決
め
ら
れ
る
。
こ

う
い
う
社
会
集
団
は
す
ご
い

活
性
を
発
揮
す
る
」

　
―
中
小
企
業
を
新
し
い
時

代
を
創
出
す
る
拠
点
と
し
て

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
文
明
と
い
う
レ
ベ
ル
で

考
え
る
と
、
決
着
を
つ
け
る

に
は
国
家
や
地
球
レ
ベ
ル
の

変
革
が
必
要
。
し
か
し
、
歴

史
を
振
り
返
れ
ば
、
実
際
に

文
明
が
変
わ
る
時
は
、
あ
ち

こ
ち
の
小
さ
な
部
分
に
独
立

し
て
起
こ
る
変
化
が
だ
ん
だ

ん
広
が
り
、
大
き
な
変
化
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
の
小

さ
な
変
化
を
起
こ
す
多
様
な

種
子
と
い
う
意
味
で
中
小
企

業
は
新
し
い
文
明
の
源
流
に

な
り
得
る
。
中
小
企
業
に
は

文
明
さ
え
つ
く
り
か
え
る
底

力
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
で
き

れ
ば
、
大
き
な
可
能
性
が
広

が
る
は
ず
だ
。
大
企
業
で

も
、
内
部
に

一
家

の
ご

と
く
ま
と
ま
っ
た
Ｏ
Ｓ
を
も

つ
ユ
ニ
ッ
ト
を
育
て
る
こ
と

で
、
中
小
企
業
に
負
け
な
い

活
動
が
可
能
に
な
る
。
遺
伝

子
と
脳
の
機
能
を
ふ
ま
え
た

生
物
学
的
な
新
し
い
ア
プ
ロ

ー
チ
が
道
を
開
く
だ
ろ
う
」

７
｜
９
月
イ
ベ
ン
ト
目
白
押
し

（ ） 　　 ２００９年 平成２１年 ７月８日 水曜日 　　

　
モ
ノ
づ
く
り
推
進
会
議
は

地
域
活
性
化
リ
レ
ー
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
四
つ
の
研
究
会

「
ロ
ボ
ッ
ト
」
「
人
材
育

成
」
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
「
感
性
価
値

、

顕
彰
事
業
「
超
モ
ノ
づ
く

り
部
品
大
賞
」
な
ど
を
実

施
。
特
に
７
―
９
月
は
イ
ベ

ン
ト
が
目
白
押
し
だ
。
今
月

日
は
東
京
都
千
代
田
区
の

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で

「
モ
ノ
づ
く
り
推
進
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
く
。
こ
れ
は

モ
ノ
づ
く
り
推
進
会
議
が
年

２
回
開
催
す
る
大
型
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
、
毎
回
５
０
０
人

超
の
来
場
者
が
訪
れ
る
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
今
こ

そ
拓
け
！
モ
ノ
づ
く
り
の
未

来
」
。
モ
ノ
づ
く
り
推
進
会

議
共
同
議
長
の
岡
村
正
東
芝

相
談
役
が
基
調
講
演
す
る
ほ

か
、
北
畑
隆
生
日
本
生
命
保

険
相
互
会
社
特
別
顧
問

前

経
済
産
業
省
事
務
次
官

が

「
世
界
同
時
不
況
は
怖
く
な

い

日
本
の
成
長
戦
略
」
、

小
宮
山
宏
三
菱
総
合
研
究
所

理
事
長
が
「
経
済
危
機
か
ら

の
脱
出
と

世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
講

演
す
る
。

　
四
つ
の
研
究
会
は
２
カ
月

に
１
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
開

催
し
、
参
加
者
は
首
都
圏
以

外
か
ら
も
訪
れ
る
。
一
方
で

モ
ノ
づ
く
り
推
進
会
議
が
全

国
行
脚
し
、
各
地
域
で
開
く

「
地
域
活
性
化
リ
レ
ー
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
も
毎
回
盛
況
と

な
っ
て
い
る
。
同
シ
ン
ポ
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
モ
ノ
づ
く

り
と
地
域
お
こ
し
の
融
合
」

で
、
特
に
現
在
は
景
気
低
迷

の
影
響
に
よ
る
地
域
の
停
滞

ム
ー
ド
を
吹
き
飛
ば
そ
う
と

い
う
狙
い
も
あ
る
。
２
期
目

は
こ
れ
ま
で
に
福
岡
市
、
北

海
道
室
蘭
市
、
千
葉
県
柏

市
、
沖
縄
県
名
護
市
、
三
重

県
四
日
市
市
で
開
催
し
、
９

月
末
ま
で
に
島
根
県
や
熊
本

県
、
山
形
県
で
も
開
く
。

　
モ
ノ
づ
く
り
の
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
モ
ノ
づ
く

り
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
取
り
組
み
「
モ
ノ
づ
く
り

体
感
ス
タ
ジ
ア
ム

」

千

葉
県
・
幕
張
メ
ッ
セ
、
９
月

―

日

は
２
期
目
の
目

玉
事
業
と
な
る
。
こ
れ
は
折

り
紙
ヒ
コ
ー
キ
大
会
や
飛
行

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
通

じ
て
モ
ノ
づ
く
り
の
大
切
さ

を
啓
発
す
る
。
モ
ノ
づ
く
り

推
進
会
議
の
会
員
企
業
な
ど

が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
各
種

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
く
。

来
場
者
は
２
万
人
を
見
込

む
。

　
優
れ
た
部
品
や
部
材
を
表

彰
す
る
「

年
超
モ
ノ
づ

く
り
部
品
大
賞
」
の
審
査
も

今
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
応
募

件
数
は
前
回
を
超
え
、
全
国

か
ら
１
０
０
件
近
い
部
品
・

部
材
が
集
ま
っ
た
。
今
後
３

カ
月
間
の
厳
選
な
審
査
を
経

て
、

月
に
受
賞
発
表
・
表

彰
式
を
開
く
予
定
だ
。


